
地域生活の視点で学ぶ重度身体障がい者のくらし
ー地域で暮らすを覗いてみようー

メッセージ
本プログラムは、保健・医療・福祉を目指す皆さんに、地域で暮らす当事者の実際、それ
を支える医療、福祉、介助の関わりを深く学べる機会を作りたいという想いからスタート
しました。
今、社会はどうしたら在宅で暮らしていける人を増やせるかの取り組みが長期計画でたて
られています。それに欠かすことができないのが地域で暮らすを支える視点になります。
普段の授業が「あっ、こういうことか！」と繋がる時間や、これらの将来を考える上での
ヒントになるように工夫しています。
本プログラム受講生が新しい価値観を持つことができ、自分の今後進むべき道の一助にな
れば嬉しいです。

NPO法人 境を越えて カリキュラムプロジェクト実行委員会一同

学習内容

講座名

( 実施主体・お問合せ )：NPO法人境を越えて 事務局  info@sakaiwokoete.jp

地域で暮らす当事者の実際の生活を知り、それを支える医療、福祉の役割と仕組みを理解する

１地域で暮らす当事者を支える介助者のスタンスを理解する
２地域で暮らす当事者を支える医療者、介助者双方の視点を通し地域で暮らす身体的重度障害者の疾患を理解する

地域で暮らす当事者宅にて、MISSION課題にチャレンジ

座学、 体験 の学びを経て、障害とは何かについて考えを深める

9/15 座学

9/16 座学

9/17・18 体験

9/19 座学

座学と体験を通し、地域で暮らす当事者の実際、それを支える
医療、福祉、介助の関わりを深く学べる5日間のプログラム。

期間：2022年　9/15( 木 )～9/19( 月 )
5

申込期限

担当

定員

対象

講師

座学（東北文化学園大学での講義・演習）３日間、体験（当事者宅での実地体験）２日間、計 5 日

重度身体障害者自身と彼らを支える医療、福祉、保健の専門職 (Ns、PT、OT、　他 )

東北文化学園大学　看護学科、リハビリテーション学科４専攻、臨床工学科

20 名

2022 年 ７ 月 １５ 日（金）まで、各学科・専攻担当者まで申し込んでください

傍島智子（NS）、桂理江子（PT）、首藤和弘（OT）、八鍬央子（ST）、安達いづみ（ORT）、工藤剛実（CE）

日程



 
@cc.tbgu.ac.jp ドメインのアカウントでアクセスしてください。 

下の URLをクリックしたりQRコードを読み込んだりして 
Google Formにアクセスして申し込んでください。 

 
https://docs.google.com/forms/d/1zjcv1JZCP5IR6Z_PmrHucKNvpxUkJ4X8kOjByqdy

fm8/edit 
 


